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平成21年4月6日  

企業会計基準委員会 御中  

新日本有限責任監査法人  

会計監理部長 轟 茂道  

 

「退職給付会計の見直しに関する論点の整理」に対する意見  

 

貴委員会から平成21年1月22日に公表された上記の論点整理について、次のとおり意見を取

りまとめましたので提出いたします。  

 

1. 検討の対象とすべき論点  

（コメント）  

次の論点については、検討の対象として取り上げることが適切と考える。  

【論点1-2】退職給付債務及び勤務費用の測定方法 

【論点1-3】小規模企業等における簡便法の容認 

【論点2-1】期待運用収益の取扱い 

【論点2-2】退職給付信託の取扱い 

【論点3-2】制度の積立状況の貸借対照表での計上 

【論点6】退職給付（給付建制度）に係る開示 

【論点7】清算と縮小の会計処理と表示 

（理由）  

これらの論点は、国際的な会計基準と我が国の会計基準に差異があり、国際的な会計基準

の方向性がおおむね固まっている論点であると考えられる。このため、我が国において見直し

を検討することが適切と考えられる。 

 

2. 国際的な議論の動向に合わせて検討すべき論点  

（コメント）  

次の論点については、国際的な議論の動向に合わせて検討を行うことが適切と考える。  

【論点1-1】予測単位積増方式による測定方法等の見直し 

【論点3-1】年金資産と退職給付債務の総額表示 

【論点4-1】数理計算上の差異の会計処理 

【論点4-2】重要性基準と回廊アプローチ 

【論点4-3】過去勤務債務の会計処理 

【論点5】損益計算書における退職給付費用に係る表示 

【論点8】キャッシュ・バランス・プランの会計処理と表示 

（理由）  
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 これらの論点は、国際的な議論の動向により内容が変更することが考えられる。この

ため、国際的な議論と合わせて検討することが合理的である。 

 

3. 検討の対象とする必要はないもの 

（コメント）  

次の論点については、当面、検討の対象として取り上げる必要はないと考える。  

【論点9】複数事業主制度の会計処理と開示 

【論点10】その他の退職後給付 

（理由）  

 複数事業主制度の会計処理と開示は、連結グループの子会社における個別財務諸表の

取扱いについての差異であり重要性が乏しいと考えられること、その他の退職後給付に

ついても、我が国においては重要性が乏しいと考えられることから、検討にあたっての

優先順位は低いと考えられる。 

 

以上 


